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議案第１号

平成２９年度八幡市一般会計予算

平成２９年度八幡市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 24,960,000千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。

（債務負担行為）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を負

担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行

為」による。

（地方債）

第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」に

よる。

（一時借入金）

第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は、2,000,000千円と定める。

（歳出予算の流用）

第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に

係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の

間の流用

平成２９年２月２７日提出

八幡市長 堀 口 文 昭



千円

１ 市 民 税 4,077,300

２ 固 定 資 産 税 3,723,700

３ 軽 自 動 車 税 130,100

４ 市 た ば こ 税 432,000

５ 都 市 計 画 税 802,100

２ 地 方 譲 与 税 143,100

１ 地 方 揮 発 油 譲 与 税 42,300

２ 自 動 車 重 量 譲 与 税 100,800

３ 利 子 割 交 付 金 14,700

１ 利 子 割 交 付 金 14,700

４ 配 当 割 交 付 金 75,900

１ 配 当 割 交 付 金 75,900

５ 株式等譲渡所得割交付金 40,700

１ 株式等譲渡所得割交付金 40,700

６ 地 方 消 費 税 交 付 金 1,131,000

１ 地 方 消 費 税 交 付 金 1,131,000

７ ゴルフ場利用税交付金 3,800

１ ゴルフ場利用税交付金 3,800

８ 自 動 車 取 得 税 交 付 金 43,300

１ 自 動 車 取 得 税 交 付 金 43,300

９ 地 方 特 例 交 付 金 45,000

１ 地 方 特 例 交 付 金 45,000

10 地 方 交 付 税 3,650,000

１ 地 方 交 付 税 3,650,000

11 交通安全対策特別交付金 12,000

１ 交通安全対策特別交付金 12,000

12 分 担 金 及 び 負 担 金 209,042

１ 負 担 金 209,042

第１表　歳入歳出予算
歳　　入

款 項 金　　　額

9,165,200市 税１

－2－



千円

１ 使 用 料 425,887

２ 手 数 料 38,325

14 国 庫 支 出 金 4,724,662

１ 国 庫 負 担 金 4,103,545

２ 国 庫 補 助 金 591,270

３ 委 託 金 29,847

15 府 支 出 金 1,828,166

１ 府 負 担 金 1,193,185

２ 府 補 助 金 473,620

３ 委 託 金 161,361

16 財 産 収 入 19,752

１ 財 産 運 用 収 入 19,697

２ 財 産 売 払 収 入 55

17 寄 附 金 1,500

１ 寄 附 金 1,500

18 繰 入 金 1,236,321

１ 特 別 会 計 繰 入 金 24,001

２ 基 金 繰 入 金 1,212,320

19 繰 越 金 10,000

１ 繰 越 金 10,000

20 諸 収 入 334,027

１ 延滞金、加算金及び過料 15,001

２ 市 預 金 利 子 100

３ 貸 付 金 元 利 収 入 4,342

４ 受 託 事 業 収 入 23,440

５ 雑 入 291,144

21 市 債 1,807,618

１ 市 債 1,807,618

24,960,000

款 項 金　　　額

歳　　　入　　　合　　　計

13 使 用 料 及 び 手 数 料 464,212

－3－



千円

１ 議 会 費 276,400

２ 総 務 費 2,724,900

１ 総 務 管 理 費 2,240,100

２ 徴 税 費 321,500

３ 戸 籍 住 民 基 本 台 帳 費 119,400

４ 選 挙 費 11,300

５ 統 計 調 査 費 8,800

６ 監 査 委 員 費 23,800

３ 民 生 費 12,677,800

１ 社 会 福 祉 費 5,210,400

２ 児 童 福 祉 費 4,817,900

３ 生 活 保 護 費 2,648,500

４ 災 害 救 助 費 1,000

４ 衛 生 費 1,943,700

１ 保 健 衛 生 費 646,000

２ 清 掃 費 1,245,000

３ 上 水 道 費 52,700

５ 労 働 費 4,500

１ 労 働 諸 費 4,500

６ 農 林 水 産 業 費 187,300

１ 農 業 費 176,300

２ 林 業 費 11,000

７ 商 工 費 116,900

１ 商 工 費 116,900

８ 土 木 費 1,597,400

１ 土 木 管 理 費 42,700

２ 道 路 橋 り ょ う 費 587,400

３ 河 川 費 102,600

１ 議 会 費 276,400

歳　　出

款 項 金　　　額

－4－



千円

５ 住 宅 費 165,600

９ 消 防 費 751,400

１ 消 防 費 751,400

10 教 育 費 2,132,900

１ 教 育 総 務 費 336,600

２ 小 学 校 費 536,900

３ 中 学 校 費 221,300

４ 幼 稚 園 費 238,700

５ 社 会 教 育 費 732,800

６ 保 健 体 育 費 66,600

11 災 害 復 旧 費 20,000

１ 公 共 施 設 災 害 復 旧 費 20,000

12 公 債 費 2,496,800

１ 公 債 費 2,496,800

13 予 備 費 30,000

１ 予 備 費 30,000

24,960,000

４ 都 市 計 画 費

歳　　　　出　　　　合　　　　計

款 項 金　　　額

699,100

－5－



8,000

起債の方法

6,700

1,100 同上

181,700 〃

2,300 〃

13,700 〃

8,000 〃

3,000 〃

23,600 〃

9,000 〃

1,100,000 〃

458,518 〃 〃

償還の方法

政府資金については、
その融資条件による。
銀行その他の場合に
は、その債権者と協定
するものとする。
ただし、市財政の都合
により、据置期間及び
償還期限を短縮し、も
しくは繰上償還又は借
換することができる。

同上

〃

〃

〃

第２表　債務負担行為

起債の目的

じんかい収集車
整 備 事 業

限　度　額

第３表　地   方   債

事　　　　　　項 期　　間

千円都 市 計 画 に 関 す る 事 業 費
（ 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン

改 定 業 務 委 託 ）

平成29年度から
平成30年度まで

限度額

上 水 道 安 全
対 策 事 業

利率

5.0%以内（ただし、利
率見直し方式で借り入
れる資金について、利
率の見直しを行った後
においては、当該見直
し後の利率）

同上

普通貸借又は
証券発行

千円

道路等整備事業

都 市 公 園 等
整 備 事 業

公 営 住 宅
整 備 事 業

〃

〃

〃

借 換 債 〃

〃

小 学 校 施 設
整 備 事 業

文 化 財 施 設
整 備 事 業

〃

松 花 堂 庭 園
美 術 館 施 設
整 備 事 業

〃

消 防 施 設
整 備 事 業 〃

臨時財政対策債 〃

〃

〃

〃

〃

〃

－6－



平成２９年度

八幡市休日応急診療所特別会計予算
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議案第２号

平成２９年度八幡市休日応急診療所特別会計予算

平成２９年度八幡市の休日応急診療所特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 38,400千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。

平成２９年２月２７日提出

八幡市長 堀 口 文 昭



千円

１ 外 来 収 入 14,113

２ 使 用 料 及 び 手 数 料 5

１ 手 数 料 5

３ 繰 入 金 24,000

１ 一 般 会 計 繰 入 金 24,000

４ 繰 越 金 3

１ 繰 越 金 3

５ 諸 収 入 279

１ 納 付 金 252

２ 雑 入 27

38,400

千円

１ 施 設 管 理 費 36,000

２ 医 業 費 1,900

１ 医 業 費 1,900

３ 予 備 費 500

１ 予 備 費 500

38,400

第１表　歳入歳出予算
歳　　入

歳　　　入　　　合　　　計

歳　　出

款 項 金　　　額

款 項 金　　　額

14,113診 療 収 入１

１ 総 務 費 36,000

歳　　　出　　　合　　　計

－8－



平成２９年度

八幡市駐車場特別会計予算
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議案第３号

平成２９年度八幡市駐車場特別会計予算

平成２９年度八幡市の駐車場特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 13,400千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。

平成２９年２月２７日提出

八幡市長 堀 口 文 昭



千円

１ 使 用 料 13,300

２ 繰 越 金 99

１ 繰 越 金 99

３ 諸 収 入 1

１ 市 預 金 利 子 1

13,400

千円

１ 管 理 費 4,300

２ 繰 出 金 9,000

１ 一 般 会 計 繰 出 金 9,000

３ 予 備 費 100

１ 予 備 費 100

13,400

１ 管 理 費 4,300

歳　　　出　　　合　　　計

第１表　歳入歳出予算
歳　　入

歳　　　入　　　合　　　計

歳　　出

款 項 金　　　額

款 項 金　　　額

13,300使 用 料 及 び 手 数 料１

－10－



平成２９年度

八幡市国民健康保険特別会計予算
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議案第４号

平成２９年度八幡市国民健康保険特別会計予算

平成２９年度八幡市の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 9,803,500千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。

（一時借入金）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の借入れの最高額は、1,000,000千円と定める。

（歳出予算の流用）

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内

でのこれらの経費の各項の間の流用

平成２９年２月２７日提出

八幡市長 堀 口 文 昭



千円

１ 国 民 健 康 保 険 料 1,745,152

２ 国 民 健 康 保 険 税 130

２ 使 用 料 及 び 手 数 料 571

１ 手 数 料 571

３ 国 庫 支 出 金 1,782,789

１ 国 庫 負 担 金 1,370,766

２ 国 庫 補 助 金 412,023

４ 療 養 給 付 費 交 付 金 99,979

１ 療 養 給 付 費 交 付 金 99,979

５ 前 期 高 齢 者 交 付 金 2,902,047

１ 前 期 高 齢 者 交 付 金 2,902,047

６ 府 支 出 金 470,391

１ 府 負 担 金 80,331

２ 府 補 助 金 390,060

７ 共 同 事 業 交 付 金 2,065,911

１ 共 同 事 業 交 付 金 2,065,911

８ 繰 入 金 726,000

１ 一 般 会 計 繰 入 金 726,000

９ 諸 収 入 10,530

１ 延滞金、加算金及び過料 350

２ 雑 入 10,180

9,803,500

第１表　歳入歳出予算
歳　　入

歳　　　入　　　合　　　計

款 項 金　　　額

1,745,282国 民 健 康 保 険 料１

－12－



千円

１ 総 務 管 理 費 30,000

２ 徴 収 費 13,525

３ 運 営 協 議 会 費 600

２ 保 険 給 付 費 5,978,840

１ 療 養 諸 費 5,176,900

２ 高 額 療 養 費 742,800

３ 移 送 費 200

４ 精神・結核医療付加金 11,000

５ 出 産 育 児 諸 費 41,190

６ 葬 祭 諸 費 6,750

３ 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 1,057,483

１ 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 1,057,483

４ 前 期 高 齢 者 納 付 金 等 4,780

１ 前 期 高 齢 者 納 付 金 等 4,780

５ 老 人 保 健 拠 出 金 50

１ 老 人 保 健 拠 出 金 50

６ 介 護 納 付 金 369,709

１ 介 護 納 付 金 369,709

７ 共 同 事 業 拠 出 金 2,186,183

１ 共 同 事 業 拠 出 金 2,186,183

８ 保 健 事 業 費 124,530

１ 特定健康診査等事業費 73,930

２ 保 健 事 業 費 50,600

９ 公 債 費 1,000

１ 公 債 費 1,000

10 諸 支 出 金 6,800

１ 償還金及び還付加算金 6,800

11 予 備 費 30,000

１ 予 備 費 30,000

9,803,500歳　　　出　　　合　　　計

歳　　出

款 項 金　　　額

１ 総 務 費 44,125

－13－



平成２９年度

八幡市介護保険特別会計予算
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議案第５号

平成２９年度八幡市介護保険特別会計予算

平成２９年度八幡市の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 5,445,000千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。

（一時借入金）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の借入れの最高額は、200,000千円と定める。

（歳出予算の流用）

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）保険給付費の各項に計上した予算額及び地域支援事業費の各項に計上した予

算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流

用

平成２９年２月２７日提出

八幡市長 堀 口 文 昭



千円

１ 介 護 保 険 料 1,315,313

２ 使 用 料 及 び 手 数 料 115

１ 手 数 料 115

３ 国 庫 支 出 金 1,021,319

１ 国 庫 負 担 金 916,124

２ 国 庫 補 助 金 105,195

４ 支 払 基 金 交 付 金 1,466,595

１ 支 払 基 金 交 付 金 1,466,595

５ 府 支 出 金 784,395

１ 府 負 担 金 755,871

２ 府 補 助 金 28,524

６ 財 産 収 入 434

１ 財 産 運 用 収 入 434

７ 繰 入 金 854,830

１ 一 般 会 計 繰 入 金 803,000

２ 基 金 繰 入 金 51,830

８ 繰 越 金 1,882

１ 繰 越 金 1,882

９ 諸 収 入 117

１ 延滞金、加算金及び過料 2

２ 市 預 金 利 子 1

３ 雑 入 114

5,445,000

第１表　歳入歳出予算
歳　　入

款 項 金　　　額

1,315,313保 険 料１

歳　　　入　　　合　　　計

－16－



千円

１ 総 務 管 理 費 73,870

２ 徴 収 費 5,200

３ 介 護 認 定 審 査 会 費 40,200

２ 保 険 給 付 費 5,144,600

１ 介 護 サ ー ビ ス 等 諸 費 4,578,400

２ 介護予防サービス等諸費 236,600

３ そ の 他 諸 費 5,500

４ 高額介護サービス等費 123,000

５ 高 額 医 療 合 算 介 護

サ ー ビ ス 等 費

６ 特 定 入 所 者 介 護

サ ー ビ ス 等 費

３ 地 域 支 援 事 業 費 177,810

１ 介 護 予 防 ・ 生 活 支 援

サ ー ビ ス 事 業 費

２ 高 額 介 護 予 防

サ ー ビ ス 費 相 当

３ 一 般 介 護 予 防 事 業 費 13,050

４ 包 括 的 支 援 事 業 ・

任 意 事 業 費

５ そ の 他 諸 費 180

４ 基 金 積 立 金 435

１ 基 金 積 立 金 435

５ 公 債 費 1

１ 公 債 費 1

84,570

12,200

188,900

歳　　出

款 項 金　　　額

１ 総 務 費 119,270

79,960

50

－17－



千円

１ 償還金及び還付加算金 1,883

２ 延 滞 金 1

７ 予 備 費 1,000

１ 予 備 費 1,000

5,445,000歳　　　　出　　　　合　　　　計

歳　　出　（つづき）

款 項 金　　　額

６ 諸 支 出 金 1,884

－18－



平成２９年度

八幡市後期高齢者医療特別会計予算
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議案第６号

平成２９年度八幡市後期高齢者医療特別会計予算

平成２９年度八幡市の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによ
る。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 1,506,200千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。

平成２９年２月２７日提出

八幡市長 堀 口 文 昭



千円

１ 後期高齢者医療保険料 718,810

２ 使 用 料 及 び 手 数 料 40

１ 手 数 料 40

３ 繰 入 金 785,300

１ 一 般 会 計 繰 入 金 785,300

４ 繰 越 金 1

１ 繰 越 金 1

５ 諸 収 入 2,049

１ 延滞金、加算金及び過料 1

２ 償還金及び還付加算金 2,047

３ 預 金 利 子 1

1,506,200

千円

１ 総 務 管 理 費 5,330

２ 徴 収 費 1,670
２ 1,496,950

１
1,496,950

３ 諸 支 出 金 2,050

１ 償還金及び還付加算金 2,050

４ 予 備 費 200

１ 予 備 費 200

1,506,200

第１表　歳入歳出予算
歳　　入

歳　　　入　　　合　　　計

歳　　出

款 項 金　　　額

款 項 金　　　額

718,810後期高齢者医療保険料１

１ 総 務 費 7,000

歳　　　出　　　合　　　計

後 期 高 齢 者 医 療
広 域 連 合 納 付 金

後 期 高 齢 者 医 療
広 域 連 合 納 付 金

－20－



平成２９年度

八幡市水道事業会計予算
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 議案第７号 

平成２９年度八幡市水道事業会計予算 
 

 （総 則） 
 
第１条 平成29年度八幡市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。  
 
 （業務の予定量） 
 
第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。  
 
 
            項  目 

 
 水源名称 

 
平成２９年度末 

 
年 間      

 
総給水量      

 
一日平均     

 
給 水 量     

 
給 水 人 口       

 
給 水 戸 数       

 
月 夜 田 
受水場系 

 

        人 

47,663 

 

     戸 

22,496 

 

㎥ 

4,577,472 

 

㎥ 

12,541 
 

 
美 濃 山 
浄水場系 

 
 

23,312 

 
 

9,629 

 
 
2,890,542 

 
 
7,919 

 
 

（分水受水）京 都 市     
 

 
466 

 

 
   225 

 

 
55,331 

 

 
152 

 
 
 
（分水受水）久御山町     
 

 
   250 

 

 
   117 

 

 
32,840 

 

 
90 

 

 
 
（分水受水）枚 方 市     
 

 
    23 

 

 
    10 

 

 
2,570 

 

 
    7 

 

 
   

合     計 
 
 

 
 
    71,714  
 
 

 
 
   32,477 

 
 

 
 
 7,558,755 
 

 
         
   20,709 
 
 

 
 （収益的収入及び支出） 
 
第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 
 

   収        入 
 
       第１款  水 道 事 業 収 益                 １，４２２，６０２ 千円 
 
           第１項  営 業 収 益              １，２５９，７９６  千円  
  
           第２項  営 業 外 収 益                １６１，５６５ 千円   
  
           第３項  特 別 利 益                  １，２４１ 千円   

 
   支        出 

 
       第１款  水 道 事 業 費 用                 １，４８６，０９０ 千円 
 
           第１項  営 業 費 用              １，４００，８２１  千円 
 
      第２項  営 業 外 費 用                 ７４，９６９  千円 
 
           第３項  特 別 損 失                        ３００  千円 
 
           第４項  予 備 費                     １０，０００  千円 

自己水 

府営水 

自己水 

府営水 
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 （資本的収入及び支出） 
 
第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額 
 
が、資本的支出額に対し不足する額615,829千円は、当年度分消費税及び地方 
 
消費税資本的収支調整額41,767千円、過年度分損益勘定留保資金574,062千円 
 

  で補てんするものとする。） 
 

 
  収        入 

 
       第１款  資 本 的 収 入                       １９０，１４２ 千円 
 
           第１項  企 業 債                    １３３，０００ 千円 
 
           第２項  負 担 金                       ５，５００ 千円  
      
           第３項  水 道 施 設 費                      ５０，５４２  千円 
 
           第４項  出 資 金            １，１００  千円 
 

 
  支        出 

 
       第１款  資 本 的 支 出                    ８０５，９７１ 千円 
 
           第１項  建 設 改 良 費                    ６４２，６５６ 千円   
 
           第２項  企 業 債 償 還 金                    １６０，３１５  千円 
 
           第３項  予 備 費                        ３，０００  千円 
 
 
 
（企業債） 

 
第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおり 
 
 と定める。 
 

 
起債の目的 

 

 
限度額 

 

 
起債の方法 

 

 
利 率 

 

 
償還の方法 

 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 

 
 

上水道事業債 
                

千円 
 

133,000 
 

 
 

普通貸借又は
証券発行 

 
 
5.0%以内（ただ
し、利率見直し
方式で借り入れ
る資金について
、利率の見直し
を行った後にお
いては、当該見
直し後の利率） 
 
 

 
 
政府資金については、その融
資条件による。銀行その他の
場合には、その債権者と協定
するものとする。 
ただし、企業財政の都合によ
り、据置期間及び償還期限を
短縮し、もしくは繰上償還又
は借換することができる。 
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 （一時借入金） 
 
第６条 一時借入金の限度額は、300,000千円 と定める。 
 
 
（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

 
第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり 
 
定める。 
 

１ 営業費用と営業外費用の相互間 
 
 
（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

 
第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に 
 
 流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を 
 
 経なければならない。 
 
             １ 職員給与費  ２０５，６２３千円 
 
（他会計からの補助金） 

 
第９条 一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、５１，６００千円である。 
 
 
 
 
       平成２９年２月２７日提出 
 
                                 八幡市長   堀口 文昭 



平成２９年度

八幡市下水道事業会計予算



 

 議案第８号 
 

平成２９年度八幡市下水道事業会計予算 
 

（総 則） 
 

第１条 平成２９年度八幡市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。  

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。  

 （１）排水戸数               ３２，８４８戸 

 （２）年間総排水量          ７，９５１，０００㎥ 

 （３）主要な建設改良事業 

    （ア）公共下水道事業        ３１，０７８千円 

（イ）公共下水道雨水事業     ４４９，５００千円 

（ウ）汚水管渠改築更新事業    １５７，２２０千円 

（エ）雨水管渠改築更新事業     ７５，１００千円 

（オ）汚水地震対策事業       ５５，８００千円 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。なお、営業費用中の 

 流域等下水道管理費に充てるため、企業債 900 千円を借入れる。 

              収        入 

第１款  下水道事業収益       １，７７７，５４３  千円  

           第１項  営業収益       １，２１８，８８４  千円  

          第２項  営業外収益        ５５８，６４９  千円  

          第３項  特別利益              １０  千円 
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               支        出 

       第１款  下水道事業費用       １，６９３，１１０ 千円 

           第１項  営業費用       １，５５１，７１６  千円 

      第２項  営業外費用        １３４，３９４  千円 

           第３項  特別損失                ２，０００  千円 

           第４項  予 備 費               ５，０００  千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資 

本的支出額に対し不足する額 432,150 千円は、当年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額 33,574 千円、過年度分損益勘定留保資金 320,614 千円及び当年度

分損益勘定留保資金 77,962 千円で補てんするものとする。） 

              収        入 

       第１款  資本的収入               ８７２，２２１ 千円 

           第１項  企 業 債              ４５９，２００ 千円 

           第２項  工事負担金及び分担金          ９５  千円 

           第３項  国庫補助金              ２６３，７５０  千円 

      第４項  出 資 金            １４９，１７６  千円 

              支        出 

       第１款  資本的支出         １，３０４，３７１ 千円 

           第１項  建設改良費             ７９７，５０３ 千円 

      第２項   固定資産購入費        ２，８１３ 千円 

 第３項  企業債償還金            ５００，３５５  千円 
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           第４項  預 託 金                   ７００  千円 

           第５項  予 備 費                 ３，０００  千円 

（継続費） 

第５条 継続費の総額及び年割額は、次のとおり定める。 

款 項 事業名 総額 年

 

年割額 

１．資本的 

支出 

１．建設改 

良費 

 雨水地下貯留 

 施設設置工事 

（市民防災広場） 

 

786,000 千円 
29 420,000千円 

30 366,000千円 

 

（企業債） 

第６条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと 

 定める。 

起債の目的 限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 
 
 

公 共 下 水 道 
事 業 

千円 

430,700 

 

普通賃借又は
証券発行 

 
 
5.0%以内(ただ
し、利率見直し
方式で借り入
れる資金につ
いて、利率の見
直しを行った
後においては、
当該見直し後
の利率) 

 
 
政府資金について
は、その融資条件に
よる。銀行その他の
場合には、その債権
者と協定するものと
する。ただし、企業
財政の都合により、
据置期間及び償還期
限を短縮し、もしく
は繰上償還又は借換
することができる。 

流 域 下 水 道 
事 業 28,500 同上 同上 同上 

流域下水 道 
事 業 

（公営企業適用債） 900 〃 〃 〃 
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（一時借入金） 

第７条 一時借入金の限度額は、３００，０００千円 と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおり 

 定める。 

     １ 営業費用と営業外費用の相互間 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第９条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に 

 流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を 

 経なければならない。 

（１）職員給与費   ６０，８０５千円 

（他会計からの補助金） 

第１０条 下水道事業に助成するため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は  

１５７，９１７千円である。 

 

          平成２９年２月２７日提出 

 

                                 八幡市長  堀口 文昭   
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